


















に過ぎず、彼の叙述では、ギールケの GA のどのような要素が、グリーンの LPPO との類似
性をもっているのか十分明らかであるとはいえない。そして、このテーマは以後取り上げら
れておらず、バーカーの指摘の意味を解明する必要は残されてきた。本論文は、ギールケの
GA とグリーンの LPPO の対比によって、この残された課題を追求しようとするものである。
　より広い文脈におけるこの試みの意義は、単一国家とそこから展開してきた状況に対する
















































































































































































































































































































































































































































































































































































2　原題は Lectures on the Principles of Political Obligation 以下 LPPO と表記する。LPPO には、R. L. 
Nettleship の編集による旧 T.H. グリーン全集（全 3 巻）（Works of Thomas Hill Green, Volume I-III, 
Longmans, Green and Co., 1885-8.）の第 2 巻所収のものと、それをそのまま収めた Peter Nicholson 編
集による新らしい T.H. グリーン全集（Collected Works of T. H. Green Volume 1-5, Thoemmes press, 
1997）（全 5 巻、内 1 〜 3 巻は Nicholson による序を除き旧全集に同じ）、及び LPPO と他の短編を合わせ
て単行本として出版されたものがある。その他に、Harris らの編集・校正によるもの（T.H. Green, Harris 
and Morrow, ed., Lectures on the Principles of Political Obligation and Other Writings, Cambridge 
University Press, 1986.）がある。本論文ではこれを利用した。煩雑さを避けるため引用はセクション番号
で（LPPO § 1）のように示す。
3　その第Ⅰ部は 1879 年にギールケの師 J. C. ブルンチュリへの博士号取得 50 周年記念献呈論文として小冊
子の形状で初めて発表され、第Ⅱ部と合わせて製本されたものが 1880 年に発表された。原著は Johannes 
Althusius und die Entwicklung der naturrechitlichen Staatstheorien: zugleich ein Beitrag zur Geschichte 
der Rechtssystematik, Breslau: M. & H. Marcus, 1913. 以下 GA と表記する。翻訳はオットー・フォン・ギ
ールケ著、笹川紀勝・本間信長・増田明彦訳、『ヨハネス・アルトジウス：自然法的国家論の展開及び法
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T. H. グリーンの「諸社会の社会」としての国家論と、O. v. ギールケによるアルトジウスの連邦制論の
類似性に関する E. バーカーの指摘について（本間）
体系学説史研究』（勁草書房、2011）本論文では原著のページのみを（GA1）のように示す。









完性原理：“symbiosis” と “consociatio” をめぐる政治」（『人文社会科学研究』千葉大学大学院人文社会科
学研究科, 2011.）がある。











10　バーカーは後に著書 Principles of Social & Political Theory, Oxford University Press, 1951. で自説を展開
することとなる。その際、ギールケについての言及はあるが、グリーンについての言及はない。（174 頁の
脚注 2、及び 196 頁の脚注 2）ここでのバーカーの立場については今は言及できない。

























制されるべき相関的権利と義務の体系という意味を合わせ持つことを jus や Recht の長所と捉え、それら
の完全な意味に相当する語が英語にないことを問題視しており（LPPO § 8）、LPPO には本文中にしばし
ば jus と Recht の語が出てくる。
14　ギールケは特に触れていないが、アルトジウスは彼の『政治学』で都市を論じた第 5・6 章で、慈善を私的
な事柄に含め、公的領域に含めていない。（Johannes Althusius, Frederick Carney, ed. & trans., Politica, 








ンと C.S. ロッホは、国家介入を認めようとする Rev. S. A. バーネットに反対することとなる（飯田鼎,『ヴ

























トジウスは彼の『政治学』第 2 章§ 14 で婚姻共同体を他のあらゆる共生、あらゆる結合体がそれに由来
する「苗床」としている。（婚姻共同体の特別な重要性についてグリーンはアルトジウスに近い。婚姻共
同体の意義について、ギールケのアルトジウス研究では特別な言及はない。






























25 　上の注 11 参照のこと。
